

























































































収率は学習前 50 名（100％）、学習後 45 名（88.2％）
で、有効回答率は学習前 50 名（100％）、学習後 43 名
（95.6％）である。調査に使用した例題は図 1 から出題




　対象者 50 名の平均年齢は 19.9±5.68 歳、男女比は女




























































































習前 70.0％から学習後 83.7％（P ＜ 0.05）となり、主
菜の正解（2SV）については、回答 2SV が 14.0％から
30.2％（P ＜ 0.05）となった（図 16）。「きゅうりのサ
ラダ」正解（1SV）については、1SV の回答が学習前後
共に多くその有意差は無かった （図 17）。牛乳コップ 1
杯の正解（2SV）について、回答 2SV が学習前 12.0％
から学習後 41.9％に増したが、学習後も 1SV という回
答があり、牛乳のSVは誤りやすかった（図17）。牛乳コッ
プ１杯の 2SV について 1SV と解釈する傾向は 2008
年 ,2010 年調査でもみられた（図 18）。
図 16．複合料理（例題）の SV 判定





図 14．主菜 SV の適量と実際の比較（％）学習前と学習後


















2SV （ｐ＜ 0.05）となった。きゅうりのサラダは 1SV
の回答が前後共に多い（ｐ＞ 0.05）。牛乳コップ 1 杯に
ついては、2SV の回答が 12.0％から 41.9％に増したが、
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図 18．対象者別牛乳コップ 1 杯
（牛乳・乳製品の SV）解釈の差
図 19．今後の活用・意識
